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一
地
方
選

―
―
県
議
選
で
積
極
的
な
擁
立

が
日
立
つ
。

最
終
的
に
３０
人
の
公
認

・
推
薦

を
目
指
し
て
い
る
。
前
回
は
１４
人

し
か
擁
立
で
き
な
か

っ
た
。
２
０

０
５
年
末
段
階
で
全
国
の
県
議
数

は
自
民
党
１
５
０
０
人
に
対
し

て
、
民
主
党
３
０
０
人
。
地
方
議

員
倍
増
の
た
め

、

「
県
議
３０
～
４０

人
、
さ
い
た
ま
市
議
は
全
区
で
擁

立
」
と
い
う
目
標
を
立
て
た
。
そ

【民
主
党
】

（１
日
現
在
）

▽
現
有
議
席
／
定
数

県
議
会
　
　
　
　
　
８
／
９４

さ
い
た
ま
市
議
会
　
６
／
７‐

▽
立
候
補
予
定
者
数

　

，

県
議
選
　
公
認
１９

・
推
薦
８

市
議
選
　
公
認
１０

・
推
薦
３

顆
略

日
て予
多
区

・
　

　

も
あ
る
。

有
権
者
の
選
択
肢

を
増
や
す
た
め
、
２
人
区
は
必
ず

擁
立
、
出
来
る
だ
け
女
性
を
登
用

と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
。
た
だ
、

政
令
市
域
は
県
議
よ
り
も
市
議
を

目
指
す
人
が
圧
倒
的
多
数
で
、
そ

の
限
り
で
は
な
い
。
実
際
に
目
標

が
達
成
出
来
て
い
な
い
の
は
東
＝

区

（
三
．郷

市
）
だ
け
９

１
１
有
権
者
に
十
分
な
選
択
肢

を
示
せ
た
か
０

全
選
挙
区
で
の
擁
立
が
政
党
に

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
わ
か
っ
て

い
る
。

一
部
選
挙
区
で
責
任
を
果

た
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
意
識

は
強
く
持

つ
て
い
る
。
候
補
者
の

平
均
年
齢
は

（自
民
党
よ
り
）
明

ら
か
に
若
く
、
民
主
党
の
特
徴
が

出
て
い
る
。

―
―
県
議
選
の
目
標
。

全
員
当
選
。
地
方
議
会
に
与

野
党
の
別
は
な
い
は
ず
だ
。
議

会
を
活
性
化
し
、
首
長

へ
の
チ

ェ
ッ
ク
カ
を
高
め
、
提
案
責
任

を
果
た
し

て
い
く
。
そ
の
た
め

に
も
自
民

・
民
主
両
党
が
競
い

合
い
、
議

会
の
総
合
力
を
高
め

た
い

・。

（
県
議
会
の
）
二
大
政

党
化
が
必
要
だ
。
圧
倒
的
な
自

民
党
で
は
ボ
ス
的
存
在
の
県
議

と
知
事
サ
イ
ド
が
な
れ
合
い
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
　

　

′

―
―
都
市
型
選
挙
は
政
党
を
選

ぶ
選
挙
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
都
市
部
で
も
）
地
方
選
は
個

人
の
名
前
で
選
ぶ
傾
向
が
あ
る
。

た
だ
、
今
年
は
参
院
選
も
あ
り
、

地
方
選
の
意
味
は
重
い
。
公
職
選

挙
法
改
正
に
よ
り
、
首
長
選
で
ロ

ー
カ
ル
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
配
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

（県
議
選
と
同

時
期
に
あ
る
）
東
京
都
知
事
選
で

、
配
布
さ
れ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
見

て
、

「
埼
玉
で
も
選
挙
が
あ
る
」

と
認
識
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
党

県
連
で
も
独
自
に
政
策
集
を
作

り
、
″
ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
４

と
し
て
訴
え
て
い
き
た
い
。

―
―
さ
い
た
ま
市
議
選
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

必
勝
態
勢
で
頑
張
っ
て
い
る
。

一
つ
の
選
挙
区
に
複
数
候
補
を
擁

立
出
来
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

が
今
後
の
宿
題
だ
。
　
　
　
　
・

民主党県連 武正公一幹事長

「二
大
政
党
で
議
会
活
性
化
」


